
22-032
東海 ⽀部 発⽣⽇時

⽒名 年齢 56 役職
直外区分 勤務経験 16年8か⽉ 作業経験 16年8か⽉

休業⽇数 0⽇

災害類型 ④

【災害類型】①墜落・転落 ②転倒 ③⾶来・落下 ④挟まれ ⑤巻き込まれ
⑥切れ・擦れ ⑦熱傷 ⑧感電 ⑨⽕災・爆発 ⑩その他

注） 網掛け部の記⼊は任意とする。それ以外は必ず記⼊をお願いします。
登録番号は、事務局で整理のため登録します。
⽒名は、記載しないでください。Ａ⽒（複数の場合、Ｂ⽒、Ｃ⽒・・・）

災害の概要 製品と機械の間に右⼿を挟んだ

労働災害事例報告（重災、休業、不休）
登録番号 提出⽇：2023年2⽉28⽇
⽀部名 2022年5⽉30⽇14時30分頃
発⽣場所 東海鋼材⼯業㈱本社⼯場3号棟4番柱付近プラズマ切断機台上

被災者
Ａ ⽒

 直営 ／ 外注
傷病名 右中指挫創、右⽰指末節⾻開放⾻折

発
⽣
状
況
図
・
写
真

災
害
状
況

鋼板⼯場3号棟 プラズマ１号機にて切断中に切断後の製品（25×215×415 （8.73ｋｇ））が
傾いた為、機械の背⾯に周り製品を直そうとした時、機械が下がってきて
持上げた製品と機械の間に右⼿⼈差し指、中指を挟み、負傷した。

原
因

稼働している切断機を停⽌させず切断機の後ろに周り込んで製品を抜きとろうとした
Qポイントの異常時の処置には設備停⽌が記載してあるが作業⼿順書には
異常時対応が記載されていなかった

対
策

機械の停⽌の徹底
設備対策として機械背⾯側への侵⼊禁⽌化と⼈感センサー設置


